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巻頭言 

技術部長 薮木 登 

今年度より新しく技術部長となり、これまでの技術部の活動状況を再確認し、津山高専にはな
くてはならない部署であることを改めて感じました。津山高専では、社会や周囲の環境の変化に
対応するために昨年度改組し、新しい学科である総合理工学科は 2年目となります。新学科の最
上級生の２年生は、分野ごとのコース「系」に配属され、改組前の学科にはなかった生物・化学
を含む基礎科学の分野を学ぶ先進科学系も専門性を増してきます。もちろん他の機械システム系、
電気電子システム系、情報システム系も同様に専門性が増してきます。総合理工学科では、異分
野融合教育ならびに基礎科学としての理学と実践のための工学の統合教育を目指しています。そ
のため、各自の専門を軸とした内容の上に他の専門の知識も学習できるカリキュラムとなってい
ます。また、改組前の学科における専門４学科（３～５年）や専攻科の学生においても十分な技
術教育は必要であります。この様な改組途中の新旧カリキュラムが併進している状況に対して、
学生の実験実習・卒業研究等の技術教育を行っていき、それを支援していくのが、技術部であり
ます。 

 今年度、技術部に生物系の知識を持つ職員が新たに加わりました。技術部の役割も従来の専門
の知識を持ち、研究および教育支援等に加えて、時代の変化や本校の学科変更に伴い専門の知識
だけでなく幅広い知識が必要となってきました。そのため、技術レベルの向上や学生への高度な
指導方法の確立を目的とし、各自が新たな取り組みにチャレンジしています。技術部全員が「科
学研究費補助金」への応募を行い、今年度は 3名の交付が認められました。公開講座を開催し、
小・中学生へものづくりの楽しさを教えています。さらに、技術部主催の技術発表会を実施し、
校内の教職員に対して情報発信・情報共有も行っています。他高専の技術職員と一緒に行われる
技術向上のための研修会にも参加しています。また、本校技術部内においても、学生に対して行
っている実験内容を担当者だけでなく、それ以外の技術職員も身に付けるよう研修も行っていま
す。このように、時代の変化に柔軟に対応できるよう自分の専門性の枠にとらわれず、自己研鑽
を重ねています。 

技術部は，教育及び研究に対する技術支援，地域社会との連携及び技術協力並びに技術職員の
能力・資質の向上を図り優れた人材を確保することを目的とし、「技と共生と総合」の標語と次
の方針を掲げています。 

①実験実習時の学生からの技術指導要請・相談要請に対するきめ細かな指導の推進  

②技術職員の能力・資質の向上  

③地域社会との連携及び技術協力の推進  

上記の方針を元に『技術力の向上（技）』、『地域の人々や学生の役に立つ（共生）』および
『お互いの技術を認め合い学び合うことで新たな役立ちを作り出す（総合）』に対して、引き続
き磨きをかけていくつもりです。 

最後に、本報は昨年度の技術部の多様な活動内容を整理したものです。今後とも、これまで以
上に皆様のご協力をお願いいたします。 
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Ⅰ 活動実績 
 
 
 

１． 教育研究支援 

 

２． 地域協力 

 

３． 委員会・ＷＧ・プロジェクト等 

 

４． 技術研究・発表・技術研修等 

 

５． 外部資金応募 

 

６． 津山高専年度計画・実行計画 

 

７． 会議 



１． 教育研究支援  
【１】 授業（実験実習、演習、卒業研究等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

実験・実習 演習等 卒研 計 実験・実習 演習等 卒研 計
総合理工 １年 9 4 13 18 16 34

２年 3 2 5 6 2 8
３年 4 1 5 12 1.5 13.5
４年 2 2 4 6 4 10
５年 4 4 8 8 22 30
小計 13 5 4 22 32 7.5 22 61.5
２年 5 5 7 7
３年 3 3 7.5 7.5
４年 2 2 4 6 4 10
５年 2 1 2 5 4 1 12 17
小計 12 3 2 17 24.5 5 12 41.5
２年 5 5 10 10
３年 3 3 7.5 7.5
４年 2 2 6 6
５年 2 3 5 6 13 19
小計 12 0 3 15 29.5 0 13 42.5
２年 3 3 6 6
３年 4 4 10.5 10.5
４年 4 4 12 12
５年 2 2 4 4 12 16
小計 13 0 2 15 32.5 0 12 44.5

学科横断 3,4年 12 12 12 12
１年 3 3 9 9
２年 0 0
１年 0 0
２年 0 0
小計 3 0 0 3 9 0 0 9

62 24 11 97 145.5 40.5 59 245

物理 化学・生物 保健体育 計 物理 化学・生物 保健体育 計
１年 1 1 2 4 9 13
２年 1 1 1 3 8 8 8 24
３年 1 1 2 8 8 16
４年 1 1 2 4 4 8
５年 0 0

2 3 4 9 12 20 29 61合計

機械制御

電子情報専攻科

一般

合計

電子制御

情報

本科

週当たり支援時間数（Ｈ）
学年学科 （授業時間×支援者数）支援者数（人）

電気電子

機械
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【２】 留学生補習 

  機械工学科３年生 ２名  

   計測器具・仕上げ・旋盤・フライス盤・平面研削盤実習 

H28.4.28～6.23  木曜 14:00～15:30 全７回  

［河原みほ 岡本純司 中島哲史 神田尚弘］ 

 

【３】 総合情報センター 

  職員２名で対応 ［三木 勝 日下孝二］ 

   システム管理者 

   設備保守・管理 

   ネットワーク保守・管理 

   情報セキュリティ（情報システムに関する設定と変更、運用、管理） 

   事務処理システム運用管理（サイボウズ、財務会計ネットワーク等） 

   コンピュータウイルス対策（全校） 

 

【４】 実習工場 

 職員１名当番制にて常駐 ［河原みほ 岡本純司 中島哲史 神田尚弘］ 

  設備保守 

   マイスター制（放課後等に安全・機械使用法講習を実施） 

     

【５】 地域共同テクノセンター 

  計測解析室１    設備（３Ｄプリンタ）保守  ［日下孝二 谷口亜紀子］ 

計測解析室２    設備保守・管理       ［塩田裕司］ 

Ｘ線電子顕微鏡室  設備保守・管理       ［塩田裕司］ 

    

【６】 ＮＨＫ高専ロボコン 

技術顧問    ［中尾三徳 河原みほ 塩田裕司 日下孝二］ 
ステージ製作   [河原みほ 岡本純司 中島哲史 神田尚弘] 
 

【７】 オープンキャンパス２０１６ 

  先進科学系    ［中尾三徳 中島紀子］ 

  機械システム系  ［河原みほ 岡本純司 中島哲史 西川弘太郎］ 

  電気電子システム系［塩田裕司 瀬島裕貴 神田尚弘］ 

  情報システム系  ［日下孝二 谷口亜紀子 三木 勝］ 

  一般       ［河野トキエ］ 

  総合情報センター ［三木 勝］ 

 

【８】 定期試験監督 

  常勤職員１０名が対応 
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【９】技術支援 

  「技術支援依頼書」に基づき実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

依頼年月日 依頼者 内容 延べ時間
H28.4.22 萩野研究室 ５軸MCにかかわる部品製作 岡本純司 中島哲史 ２H
H28.5.11 一般科目 技術士講演会 ３２H
H28.6.8 電気電子工学科 レーザー装置アタッチメント部品製作 神田尚弘 ２H
H28.6.24 中村研究室 炭素棒加工 岡本純司 ３H
H28.6.24 佐藤研究室 レーザー加工機によるアクリル板からの羽根切出し 岡本純司 ４H
H28.7.8 電気電子工学科 上期 電気工事士技能試験のための演習支援 塩田裕司 ９H
H28.8.8 電気電子工学科 レーザー装置アタッチメント部品作製 神田尚弘 ３H
H28.10.17 佐藤研究室 レーザー加工機によるアクリル板からの部品加工 神田尚弘 １．５H
H28.10.18 一般科目（体育） 電動車椅子の修理 １２H
H28.11.4 中村研究室 熱電測定用アクリル治具の加工 岡本純司 ２H
H28.11.7 萩野研究室 Ti合金の端面切断とセンター穴あけ 中島哲史 ２H
H28.11.8 萩野研究室 Ti合金の切削評価（旋盤敷板製作） 中島哲史 １H
H28.11.15 塩田研究室 レーザー加工機によるMDF材の加工 岡本純司 ３H
H28.11.15 中村研究室 熱電発電アクリル治具の加工 岡本純司 ３H
H28.11.28 佐藤研究室 水車羽根のレーザー加工による切出し 岡本純司 ３H
H28.12.9 塩田研究室 鋼板のレーザー加工 岡本純司 ３H
H28.11.14 電気電子工学科 下期 電気工事士技能試験のための演習支援 塩田裕司 １２H
H29.1.26 掛橋研究室 LED照明調光器モデル試作の学生指導 塩田裕司 岡本純司 ３２H
H29.2.24 萩野研究室 ステンレス鋼の被削性テスト（試験片製作） 中島哲史 ２H
H29.3.9 豚舎洗浄ロボット

開発プロジェクト 入力端末用治具の製作 神田尚弘 ５．５H
H29.3.24 萩野研究室 Ti合金の切削特性（試験片製作） 岡本純司 ８H
H29.3.31 電子制御工学科 実験室下駄箱の耐震対策 神田尚弘 中尾三徳 ２H

担当者

西川弘太郎

河原みほ　中島哲史　岡本純司　中島紀子
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２． 地域協力  
【１】地域共同テクノセンター 

地域企業からの分析依頼等への対応 

電子顕微鏡          ［塩田裕司］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万能試験機・硬さ試験機    ［岡本純司］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】実習工場 

 「ステンレス加工に携わる若手技術者の育成 機械加工技術教育」 ［岡本純司 神田尚弘］  

 

 

 

 

 

 

【３】公開講座 

 「七色に光る！LEDフォトスタンドをつくろう」 
 H28.8.6    常勤職員 11名 

 

 

 

 

年月日 依頼元 内容
H28.5.27 （株）アイテック・ツリタニ 製品に付着した異物の分析
H28.6.3 （株）アイテック・ツリタニ 製品に付着した異物の分析
H28.6.17 （株）アイテック・ツリタニ 製品に付着した異物の分析
H28.6.22 ユニカス工業（株） 樹脂ケースの破損部状況確認
H28.7.8 （株）アイテック・ツリタニ 製品に付着した異物の分析
H28.7.12 （株）明豊金属工業所 プレス加工品の変色部分の観察と分析
H28.7.26 岡山理科大学 １２種類の鉱物のSEM観察と定性分析
H28.8.2 （株）オーエスケー 鋳物試料の分析
H28.11.18 （株）アイテック・ツリタニ 製品に付着した異物の分析

年月日 依頼元 内容
H28.6.28 摂津金属工業㈱ 溶接したアルミ板の引っ張り試験
H28.8.30 摂津金属工業㈱ 溶接したアルミ板の引っ張り試験
H28.9.16 摂津金属工業㈱ 溶接したアルミ板の引っ張り試験
H29.2.27 冨士端子工業㈱ ヒューズケースの表面粗さ測定
H29.3.6 冨士端子工業㈱ ヒューズケースの表面粗さ測定

担当者
汎用 10/1 10/15 10/29 11/12 岡本純司
ＮＣ 11/26 12/3 12/10 神田尚弘

実施日

フライス盤
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委員会名
技術士会連携教育ワーキンググループ 岡本純司
女子会運営委員会 谷口亜紀子
総合情報センター運営小委員会 システム管理者 三木　勝 日下孝二
産学連携推進委員会 河原みほ

中尾三徳 河原みほ 神田尚弘
日下孝二 岡本純司

安全衛生委員会 神田尚弘 岡本純司
福利厚生委員会 日下孝二
安全衛生管理　衛生管理者 神田尚弘
安全衛生管理　ガス溶接作業主任者 神田尚弘
地域共同テクノセンター　計測解析部門 岡本純司 塩田裕司
地域共同テクノセンター　３次元創造部門 日下孝二 谷口亜紀子
有害廃棄物管理　取扱責任者 中尾三徳

委員

教育研究支援委員会

３． 委員会・ＷＧ・プロジェクト等  
【１】各種委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】学科内ＷＧ・プロジェクト等 

情報セキュリティ担当者                  ［谷口亜紀子］ 

 

【３】新規導入設備 技術審査員 

  ロボット学習システム                   ［西川弘太郎］ 

 

４． 技術研究・発表・技術研修等  
【１】 技術研究・発表 

  ① 電気学会論文集 

「感覚フィードバック機能を備えた空気圧ベローズ式筋電義手の開発」 

西川弘太郎 

 

② ICIRA2016 

「Development of Pneumatic Myoelectric Hand with Simple Motion Selection」 

 西川弘太郎 

 

 

【２】 特許出願 (特願 2017-060163(H29.3.24)) 

① 発明の名称：プログラム及び灌漑制御装置 

西川弘太郎 
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【３】 学外研修会等参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４】 学内研修会等 

① 技術部 技術研修会 

     H28.11.28  C言語によるグラフィックスの基礎実習（電子制御工学科 2年） 

                                   講師：中尾三徳 

 

② 科学研究費補助金申請研修会 

  H28.9.1   科研の傾向 

 

③ 技術部 技術発表会 

     H29.2.6 

      技術発表 

       神田尚弘「高専学生へのコスト意識の重要性啓発のための実習教材開発」 

       岡本純司「工作機械の視察」 

       中尾三徳「【共用実験室利用（中国地区高専技術職員短期人事交流）】 

--場所、もの有効利用--」 

 

【５】 岡山大学技術職員連携 

  小学生のための工学実験教室 

     日程が合わず不参加 

 

 

年月日 研修会等名 主催・会場等
H28.7.26～28 中国地区高専短期人事交流 米子高専

松江高専 中尾三徳 西川弘太郎

H28.8.22～24 ICIRA2016 首都大学東京 西川弘太郎

H28.8.24 情報戦略推進本部
情報戦略責任者会議 高専機構 三木 勝

H28.8.25～26 中国・四国地区国立大学法人等
技術職員組織マネジメント研究会 高知大学 中尾三徳 岡本純司

H28.8.29～30 中国地区高等専門学校
技術職員研修 呉高専 河原みほ 三木 勝

H28.9.5～7  ＩＴ人材育成研修会 高専機構 三木 勝

H28.10.18～19 国立大学法人等情報化発表会 名古屋大学 三木 勝

H28.10.27～28 中国・四国地区国立大学法人等
労働安全衛生協議会 香川大学 神田尚弘

H28.11.18～19 JIMTOF2016 東京ビッグサイト 岡本純司
神田尚弘 河原みほ 塩田裕司
瀬島裕貴
太字 は技術発表者

参加者

H29.3.9～10 総合技術研究会 東京大学
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５． 外部資金応募  
【１】 科学研究費補助金（奨励研究） 

中尾三徳 

河原みほ 

採択：岡本純司「物を大切にするという認識を高めることを意識した実習の開発」 

中島哲史 

採択：西川弘太郎「ベテラン生産者の手の動作を模倣した清水白桃収穫用ロボットハンドの開発」 
神田尚弘 

塩田裕司 

瀬島裕貴 

中島紀子 

日下孝二 

採択：谷口亜紀子「ロールモデル供給を核とした技術系女子向けキャリア教育の開発」 

三木 勝  

 

【２】 油空圧機器技術振興財団研究助成 

   西川弘太郎「感覚フィードバック機能を備えた空気式筋電義手の開発」（２年目） 

 

 

６． 津山高専年度計画・実行計画  
年度計画 ： 技術職員の技術能力の向上を図り、学生教育に反映させる。 

実行計画 ： 技術職員の技術能力の向上を図るため、次のことに取り組み、学生教育に反映さ
せる。 

 

① 外部資金獲得へ向け，平成２８年度の科学研究費の申請結果を精査・検討し，勉強会等を
開催して，平成２９年度採択を目指し申請をする。  

昨年の取組の成果として２名が奨励研究に採択された。また、昨年度までの全体の採
択率やそれに関わる傾向を調査し、採択率向上を目的とした研修会を開催した（9 月 1

日）。平成 29 年度の科学研究費補助金の関係書類作成等を計画的に進めるため、申請ス
ケジュールを作成し、日程の管理を行った結果、本年度は 12名が科研申請を行った。 

 

② 技術職員が担当する実験実習及び設備・装置の改善に取り組む。 

平成 29年 3月までに下記タイトルで電気・電子系 4件の業務改善、機械系 4件の新規
テーマ、合計 8件の支援業務改善（実験実習関係）を実施した。 

「学科改組に伴う実験実習改善（テスターの取り扱い、直流回路、低周波増幅回路の 

製作、分流器・倍率器）」 

「コスト計算実習の導入」 

「機械システム工学実験実習Ⅰの開発（特殊機械）」 
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「機械システム工学実験実習Ⅰの開発（仕上げ）」 

「機械システム工学実験実習Ⅰの開発（旋盤）」 

 

③ 専門分野以外の技術習得に取り組むため，技術研修会（各専門学科の 1，2年生対象実験内
容）を開催し，習得技術の広範化を目指す。 

各専門学科 1、2年生対象の実験実習内容で、今後開催可能と思われるテーマの選定を
行った。 

「C 言語によるグラフィックスの基礎実習」をテーマとして、技術研修会を実施した
（11月 28日）。 

 

④ 公開講座の開催及び企業等への技術的支援を行い，地域社会に貢献する。 

技術職員主催の公開講座「七色に光る！ＬＥＤフォトスタンドをつくろう」を開催し
た（8月 6日）。 

企業からの技術相談及び試験・分析の受託を継続的に行っており，今年度の受託は 13

件あった。 

「平成 28年度実践型地域雇用創造事業機械加工標準・ＮＣフライス盤技術教育」の講
師として技術協力を行った。 

企業技術者等活用プログラムによる「電気工事士資格の実技講習会」への支援を行っ
た（3月 2日～8日）。 

 

 

⑤ 技術能力向上を図るため，計画的に技術分野の講習会等への参加及び資格取得に取り組む。 
学内ネットワークの技術部共有フォルダに保管してある「各種資格・技能講習等の受

験・受講情報」のデータ更新をした（4月）。 

機械系・電気系・情報系のセミナーや講習会および展示会の開催一覧表を作成・掲示
し、参加者を募った（6月）。 

「アーク溶接等の業務に係る特別教育」を 1名が受講・修了した（7月）。 

工作機械の展示会「JIMTOF2016」に 1名が参加した（11月）。 
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７． 会議  
【１】 教育研究支援委員会 

第１回 H28.6.10       第２回  H29.3.8 

 

【２】 技術部定例会議 

 第１回 H28.4.7       第７回    H28.10.6 

 第２回 H28.5.12            第８回    H28.11.10 

 第３回  H28.6.2         第９回    H28.12.1 

 第４回  H28.7.7        第 10回   H29.1.12 

 第５回  H28.8.4       第 11回   H29.2.9 

 第６回  H28.9.1             第 12回   H29.3.6 

 

 

 

【３】 中国地区高等専門学校技術長会議（呉高専） ［中尾三徳］ 

 H28.8.30   

 

【４】 中国・四国地区国立大学法人等技術職員代表者会議（高知大学） 

H29.3.2～3                    ［中尾三徳 神田尚弘］ 
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Ⅱ 実験実習紹介 
 
 

技術部は各系、各学科からの依頼を受け、実験実習の支援を行っ

ています。 

本号では４年生前期に行われている実験実習について、それぞれ

の担当テーマや、指導時における注意点等を紹介します。 



１．機械工学実験実習Ⅳ 

（機械工学科４年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第一技術班 河原みほ 
 
実験テーマ ： 材料実験（引張試験，衝撃試験） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第一技術班 中島哲史 
 
実験テーマ ： 機械工作実験 

（切削抵抗、工作機械の精度検査、振動実験） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

工業材料の特性を調べる実験を行います。 

実験の目的や原理，装置の取扱い、レポート作成
の指導など，学生が理解しやすい説明をするよう
心がけています。 

2 テーマ同時に指導を行うので，進行状況をみな
がら交互に説明を行っています。 

本実験では、全 6週の中で 3テーマを実験してい
きます。1 週目は切削抵抗を行い、2 週目以降は
2 班に分かれて工作機械の精度検査、振動実験を
行っています。また、6 週目は報告書の整理の日
でディスカッションを行っています。 

専門性の高い実験なので、学生の理解度を確かめ
ながらしっかり時間をかけて進行するよう心が
けています。 
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2．電気電子工学実験Ⅳ 

（電気電子工学科４年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二技術班 塩田裕司 
 
実験テーマ ： 円線図による三相誘導電動機の

特性計算 

インバータによるかご型誘導電
動機の運転 

  三相交流発電機の特性試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二技術班 瀬島裕貴 
 

実験テーマ ： 薄膜測定 

  ホール素子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1テーマ 4人で実験をします。交流機器について
理解すると共に、電力計や力率計への結線が習得
出来るように指導しています。 

それぞれ担当を決め、計器の読み間違いがないか
確認しながら実験を進めています。 

薄膜測定・ホール素子の 2つの実験を行っていま
す。液体窒素を使用するため、特に取り扱いに注
意して実験を行っています。 
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３．電子制御工学実験Ⅱ 

（電子制御工学科４年） 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
技術長 中尾三徳 
 

実験テーマ ： トランジスタを用いた増幅回路 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

技術長 中尾三徳 

 

実験テーマ  ：  直流モータ、三相モータの特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術長 中尾三徳 

 

実験テーマ  ：  パワーデバイスの特性と応用 

 

 

 

 

 

 

 

本実験では、トランジスタの代表的な１段増幅回
路であるエミッタ接地とコレクタ接地における
入力・出力インピーダンス及び電圧増幅率の測定
とオシロスコープによる位相特性電圧波形を観
測する実験となっています。直流のバイアス電圧
と交流入力信号が混在する実験なので、実験のは
じめに増幅回路の動作を海の波に例えて、簡単に
説明して実験を開始しています。 

本実験では、2週にわたり直流モータ（永久磁石
フィールドモータ、分巻モータ、ステッピングモ
ータ）と三相誘導モータの諸特性について理解を
深める実験を実施しています。 

中規模のモータを扱った実験なので、モータが回
転動作を開始したら注意すべき箇所を丁寧に説
明し、理解させた上で実験を実施しています。 

本実験では、代表的な半導体パワーデバイスであ
るMOSFET及びトライアックの基本的特性とそ
れらを用いた簡単な制御回路の動作を実験して
います。直流と交流の 10A 程度の電流を制御す
るため実験の最初で、学生に注意すべき箇所を丁
寧に説明し、理解させた上で実験を開始させてい
ます。 
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第一技術班 西川弘太郎 
 

実験テーマ ： 演算増幅回路Ⅰ、Ⅱ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
第一技術班 西川弘太郎 
 

実験テーマ ： 流体実験Ⅰ、Ⅱ 

 

 

 
 
 

本実験では、演算増幅回路の実験を 2週で行いま
す。1 週目は反転増幅回路、非反転増幅回路、加
算回路をオシロスコープで観察します。2週目は、
微分回路、積分回路、ミラー回路について同様に
行います。より分かりやすくするため、解析を追
加しました。本テーマも理解を深めるために分か
りやすい説明を心がけています。 

本実験では、小型風洞を使用した管内流速測定と
プロペラを使用した推力測定を 2週で行います。
数式が多く出てきますが、具体的な例を挙げて 

分かりやすい説明をしています。 
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４．情報工学実験Ⅳ 

（情報工学科４年） 

 

 

 

 

 

第三技術班  谷口亜紀子 
 
実験テーマ ： 計測制御実験 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
第三技術班 日下孝二 
 

実験テーマ ： ソフトウェア実験 
 

 

 

 

 
 
 
 
第二技術班 瀬島裕貴 
 

実験テーマ ： ハードウェア実験 
 
 

 

本実験では、Arduino を用いての制御実験を 12

週行います。LED や各種センサを用いて、どの
ように出力を制御するかを学びます。 

電子部品を用いた回路をプログラミングで制御
するので、基礎を理解できるよう心がけていま
す。 

本実験では、LinuxOS を使用して Linux の基本
操作、プログラミングの基礎と応用および Linux

のインストールからネットワークとサーバの設
定について学びます。 

論理回路設計を PLD を用いて、実験を行ってい
ます。全 12 回の実験で 7 種類程度の論理回路の
設計を行い、VHDLや Velirogといったハードウ
ェア記述言語を用いての設計も行っています。 
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第三技術班 三木勝 
 

実験テーマ ： ネットワーク実験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本実験では、PC のネットワーク設定からルータ
のセキュリティ設定まで、ネットワーク構築に 

必要な作業を一通り体験します。実際に現場で使
われることが多いネットワーク機器を操作する
ことで、実践的な知識・技術を習得させます。 
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Ⅲ 学外研修会等 
 
 

・ 平成 28 年度技術職員短期人事交流 
 

・ 平成 28 年度中国・四国地区国立大学法人等技術職員組織 
マネジメント研究会 

 
・ 平成 28 年度中国地区高等専門学校技術職員研修 

 
・ 平成 28 年度総合技術研究会 

 
 

 
 



学外研修会等一覧 
 

研修会名 

日時 主催・会場等 

  発表者・発表題目                      【資料掲載ページ】
 

 

平成 28年度技術職員短期人事交流 

H28.7.26（火）～28（木）  ３日間 米子工業高等専門学校・松江工業高等専門学
校 

参加者 

中尾三徳、西川弘太郎 

 

 

平成 28年度中国・四国地区国立大学法人等技術職員組織 

マネジメント研究会 

H28.8.25（木）～26（金）  ２日間 高知大学 

参加者 

中尾三徳、岡本純司 

 

 

平成 28年度中国地区高等専門学校技術職員研修 

H28.8.29（月）～ 30（火） ２日間 呉工業高等専門学校 

発表者 

河原みほ   「NC加工技術習得への取り組み」           【P19】
参加者 

三木勝 

 

 

平成 28年度 総合技術研究会 

H29.3.9（木）～ 10（金）   ２日間 東京大学 

発表者 

神田尚弘  「高専学生へのコスト意識の重要性啓発のための実習教材開発」

                                【P21】
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参加者 

河原みほ、塩田裕司、瀬島裕貴  
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NC加工技術習得への取り組み 
 

○河原みほ* 
*津山工業高等専門学校 技術部 第一技術班 技術専門職員 

 
発表者は，主に機械系の実験実習・演習・卒業研究等の技術指導を担当しており，実習工場を利用する学生に 

は加工技術の指導を行っている．年々利用が増加し，技術伝承の必要があるNC工作機械について，専門知識・ 
技術を持つ本校技術専門員から指導を受けて，加工技術の習得に取り組んだ． 
定期的に学習時間を設けることで，確実に技術習得を行うことができた．また，加工依頼への対応や学生への 

技術指導において，少しずつ成果も得られている． 
 

1． はじめに 
 
津山高専の実習工場には，NC旋盤・NCフラ

イス盤・マシニングセンタ・ワイヤ放電加工
機・レーザ加工機の計 5 台の NC 工作機械があ
り，実験実習や演習，卒業研究，課外活動等，
幅広く利用されている．学内からの依頼による
部品等の加工においては，NC 工作機械を使用
しなければ製作できないものもある． 
また，NC 旋盤とマシニングセンタについて

は，機械の使用や学生への指導を職員 1名で行
っており，技術伝承が必要であった． 
このような背景から，発表者の技術力向上お

よび技術伝承を目標として，NC 加工技術の習
得に取り組むこととなった． 
 
2．概要 
 
本校の技術専門員・神田尚弘氏に講師を依頼

し，受講者・講師ともに担当授業の入っていな
い時間帯（週 1 回，2 時間程度）に勉強会を行
った． 明確な期限はなかったが，業務や学習
の進捗状況をみて期間を決めていった． 
 ワイヤ放電加工機を除く 4 台の NC 工作機械
について，「プログラミング→機械の操作→加
工」の順に学習を進めた．また，機械のメンテ
ナンスについても指導を受けた． 
 
3．実施内容 
(1) NC 旋盤 

期間は平成 27年 4月から 7月，計 10回行っ

た． 

講師が担当している本校機械工学科 2年の実
習や社会人向け技術教育のテキストを中心に，
複数の課題について，プログラミングと加工を
行った．図-1は課題の一例である． 

工具の取り付けや設定も数回行い，理解を深
めた． 

 

 

図-1 課題（NC 旋盤） 
 

(2) レーザ加工機 

期間は平成 27年 8月から 10月，計 5回行っ
た． 

専用のCAD/CAMソフトの使い方を中心に短
時間でプログラミングの学習を終え，機械の操
作に重点をおいて技術習得を進めた．公開講座
のテーマとして考案された貯金箱（図-2）を課
題とし，MDFとアクリル板の加工を行った． 
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図-2 貯金箱 
 

(3) NC フライス盤 
期間は平成 27 年 10 月から平成 28 年 2 月，

計 9回行った． 

 以前から機械の操作についてはある程度習
得できていたので，講師が担当している社会人
向け技術教育のテキストを中心に，プログラム
の学習に時間をかけた．図-3は課題の一例であ
る． 

 学習のまとめとして，円切削のプログラムを
作成した． 

 

 

図-3 課題（NC フライス盤） 
 

(4) マシニングセンタ 

期間は平成 28 年 2 月から 5 月，計 6 回行っ
た． 
マシニングセンタのプログラムは，すでに学

習を終えた NC フライス盤と共通する部分が多
い．マシニングセンタ特有の機能について学習
した後，NC フライス盤と同じ課題図面で，プ
ログラミングと加工を行った（図-4）． 
機械の操作が NC フライス盤より複雑である

ため，工具の設定やワーク座標系設定などの学
習に時間をかけた． 
 

 
図-4 課題（マシニングセンタ） 

 
4．成果と今後の計画 
 

本校技術部では，実験装置の改良・部品加工
を中心に，学内からの依頼を受け，内容に応じ
て該当する専門分野の技術職員が技術支援を
行っている．発表者も各種依頼に対応している
が，本発表内容の技術習得後にレーザ加工機を
使用して実験装置の部品を製作した． 

また卒業研究等において，NC 工作機械を使
用する学生への技術指導も対応できる範囲が
広がった．実習工場で行っている学生向けの実
技講習では，NC 旋盤の担当として指導にあた
っている． 

現在，マシニングセンタの取扱説明書を作成
しており，完成後はその他の NC 工作機械につ
いても順次作成していく予定である． 
 
5．まとめ 
 

技術力向上と技術伝承を目標に NC 加工技術
の習得に取り組み，わずかではあるがその成果
も得られた． 

明確な期限がない中でもおおよその日程を
決めること，定期的な学習時間を設定して実施
することで，円滑に技術の習得が進み，何より
教える立場の方からの支援が肝要であると感
じている．

 

─ 20 ─ ─ 21 ─



  

高専学生へのコスト意識の重要性啓発のための実習教材開発 
 

○神田 尚弘 
津山工業高等専門学校 技術部 

 

1．はじめに 
 高等専門学校の卒業生は、企業では設計や生産技
術の部門に配属されることが多い。そこでは効率的
な生産が必要であり、コスト意識が大変重要である。
一方、学校の実習授業では多少時間をかけてもいい
物をつくり、技能を身につけることや達成感を味わ
わせることに重きを置いており、「コスト」に対する
教育はほとんど行われていない。そこで、実際に実
習授業で製作した作品を対象物として学生に実践的
なコスト計算を行なわせることにより意識啓発を行
うことを考え、実習教材を開発した。 

  
2．コスト計算の題材 
 本研究では、津山高専機械工学科 2年生で行われ
ているＮＣ工作機械実習の作品を題材としている。
各個人に用意された図面の製品をＮＣ旋盤を用いて
プログラミング、ドライラン、加工する実習である。
自分が製作した作品のコストを考えることで興味を
示し、より印象に残ると考えた。 

 

図 1 実習作品 
 

3. コスト算出方法 
実際のコスト計算では、開発から材料手配、工具

等消耗品、設備の減価償却、光熱水、完成品検査、
納品など非常に複雑である。しかし、今回はコスト
意識への動機付けを目的とするため、材料費と加工
費のみを対象とする。 

生産コストは、 

材料費 ＋（加工に要した時間×チャージレート） 
で計算される。 

材料費は、定尺棒材の購入額から材料費単価を算
出。加工に要した時間は、機械段取り、プログラミ
ング、ドライラン、実加工の合計時間。チャージレ
ートとは、人件費、加工費、減価償却費、電力料な
どから算出される、単位時間当たりの加工費のこと
である。加工に要した時間とチャージレートの積が
加工費となる。 

 

4. 大量生産によるコスト削減効果 
 同一部品を大量生産した場合の、1 個当たりのコ
ストを計算し、量産効果について学習させる。今回
のようなNC機械の場合、機械段取りやプログラミ
ング、ドライランに関しては生産個数に関係なく 1

回だけで良いので、加工に要した時間は、（実加工時
間×生産個数）増加するのみである。10個、100個
について行う。 

 

5. 素材の材質変更によるコストの変化 
素材の材質による違いについて考える。軟鋼、ジ

ュラルミン、ステンレス、黄銅の4種について行う。
通常、材質を変更する場合は、強度や重量の違いを
考慮し、形状変更を伴うことも考えられまた、被削
性の違いから加工プログラムも異なってくる。しか
し、今回は簡易計算であるため、形状、プログラム
の変更はないものとする。材質により異なるのは、
材料費と切削条件（切削速度と送り速度）のみとす
る。材料費は購入額から計算する。加工時間につい
ては、パソコンのＮＣプログラム作成支援ソフトを
使用して求める。 
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図 2 ＮＣプログラム作成支援ソフトの画面 
 

6．技術者としてできること 

単に計算を行わせるだけでなく、コストダウン（原
価低減）のために技術者としてできることを考えさ
せる。 

設計段階では、材料のサイズ、材質など。 

生産技術段階では、効率的な工程設計など。 

生産現場段階では、効率的な加工プログラムなど。 
 

7．ＮＣ旋盤実習の概要 

 本校機械工学科 2年生で 2時間×6週、1グルー
プ約10人を1人で担当している。1～3週目でプロ
グラミングし、4、5週目で、完成した者から実機で
ドライランを行う。6週目に加工する。NC旋盤は1

台しかないため、順番待ちの時間が長く、4 週目以
降の待ち時間を利用して本コスト計算実習を行う。 

 

8．テキストと課題の作成 
 実習担当者はドライラン等についているため、コ
スト計算実習は自学実習となる。そのため、口頭説
明不要のテキストと課題にする必要がある。 

   

図 3 実習テキストと課題 

テキストと課題を共に４ページの別冊とし、1 ペ
ージ1単元として作業しやすいものとした。 

 

9．実習の成果 
 実習課題は単元ごとに、何がわかったのかを設問
した。以下のような記述が見られた。 

大量生産すると原価が安くなる理由がわかった。 

使う材料によって加工時間が違ったり、材料単価
が違うと原価にだいぶ差が出ることがわかった。 

設計をきちんと考えて行うことが費用を安くする。 
コストダウンというと材料費の削減を考えていた

が、技術者の工夫や努力ですることができることが
わかった。  

ただ品質を良くするだけでなく、低価格でつくる
ということも頭に入れなければいけないことがわか
った。 

 

10．おわりに 
 今回の実習では、動機付けという点では一定の成
果はあるものの、短時間での自学自習ということも
あり、細かい指導ができていない。また、NC プロ
グラミングに時間がかかった者はこの課題にじっく
り取り組めなかった。他の実習においてもコストに
ついて触れていきたい。 

 本研究は、科学研究費補助金「奨励研究」（課題番号
16H00241）の助成を受けて行った。 

 

参考文献 
1）モノづくりと原価 ～生産実務者のための原価管

理の基礎の基礎 

アットストリームコンサルティング 川上 徹、中村 

悦子、菅谷 忠史 

http://www.atstream.co.jp/pub/articles/index.html 

 

連絡先  

E-mail：kanda@tsuyama-ct.ac.jp 
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Ⅳ 学内研修会 
    発表会 

 
 

技術職員の活動内容や成果を技術部内で共有し、そこで得られた技術

の深化・広範化を図るため技術研修会を開催し、また学内にその技術を

アピールするため技術発表会を開催しています。 

 

 

 

・ 技術部技術研修会 

 

・ 技術部技術発表会 

神田尚弘 「高専学生へのコスト意識の重要性啓発のための実習教材開発」 

岡本純司 「工作機械の視察」 

中尾三徳  「【共用実験室利用（中国地区高専技術職員短期人事交流）】 

                       --場所、もの有効利用--」 

 

 

   



研修会報告 

 

研修会名 ： 平成 28年度技術部技術研修会 

会  場 ： 電子応用実験室（2F） 

日   時 ： 平成 28年 11月 28日（月）10:30～11:45 

参 加 者 ： 技術長 中尾三徳 

第一技術班 河原みほ 岡本純司 西川弘太郎 

       第二技術班 神田尚弘 塩田裕司 

       第三技術班 谷口亜紀子 三木勝 

 

内容    ： 1)C言語によるグラフィックスの基礎実習（電子制御工学科 2年） 

       2)質疑応答・ディスカッション                           

    

講師  ： 中尾三徳（西川弘太郎） 

 

報告 

  中尾三徳 

   この実習では、CUIのキーボードからのコマンド入力による処理、エディターによる C言
語プログラムの入力、コンパイル・リンク処理、画像の座標系について概要を理解する内容
になっている。学生は、１コマ（１００分）で実施している。事前知識として、１年次に DOS

プロンプトの実習を受講している。今回の実習では、受講した参加者全員、時間内（60分）
に処理は終了した。質疑応答では、学生が実習時間内に終われるかどうか，座標系の数値の
範囲等質疑された。 
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研修会報告 

 

研修会名 ： 技術部技術発表会 

会  場 ： 特別会議室 
日   時 ： 平成２９年 ２月 ６日（月） 
発 表 者 ： 技術長 中尾三徳 

第一技術班 岡本純司  
       第二技術班 神田尚弘  
参 加 者 ： 植月（技術部長），中村（電気電子工学科），藪木（情報工学科），柴

田（コーディネーター），河原（以下技術部員），中島哲，西川，塩田，
瀬島，中島紀，日下，谷口，三木，河野 

 

日程概要  ：   

14:00 開会挨拶 
技術部 技術長 中尾三徳 

【発表】 
●14:05～14:20 「高専学生へのコスト意識の重要性啓発のための実習教材開発」 
         神田尚弘 
●14:20～14:35 「工作機械の視察」 
         岡本純司 
●14:35～14:50 「【共用実験室利用（中国地区高専技術職員短期人事交流）】 
          --場所、もの有効利用--」 
         中尾三徳 
14:50 閉会挨拶 
     技術部 技術部長 植月唯夫 

 

報告 

   
中尾三徳 
中国地区高専の技術職員の短期人事交流を米子高専と松江高専で実施し、この時得られた全学

共同利用実験室についての発表を行った。内容を絞りきれていなかったため、聞いていただいて
いた方々には、分かりにくかったかもしれません。今後の発表では、内容を絞っていきたいと思
います。 
 
岡本純司 
 工作機械の視察で JIMTOF２０１６の参加状況について報告した。JIMTOF２０１６の開催概
要と自身の感想について発表をした。質疑応答で植月先生よりこういった見本市にはどんどん参
加して、更新の際に現行の機械と比べどのような機能の追加更新があるか、導入に際しどのよう
なメリットがあるかを報告してほしいとのコメントをいただいた。今後見本市に参加し報告する
ときはメリットデメリットを中心に報告するよう心掛ける。発表で報告できなかったので、今回
のメリットデメリットを以下にまとめる。 
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ヤマザキマザックの複合機、M/C→マザトロール（CNC 制御装置）は操作性、簡易性が良く、
企業には好評である。しかし、互換性がないため教育用としては使えない可能性がある。 

森精機、OKK の M/C→加工精度が少し良くなった。操作パネルが見やすくなった。しかし既
存の機械とそう変わらない。 

ソディック、FANUC のワイヤーカット→加工スピードが速くなった（既存の機械の約 5 倍）。
ワイヤー結線がその場で出来る。落下防止機能がついて加工物の損傷が少なくなる（便利）。 

FANUCのシミュレーションソフト→操作パネルが実際についているものでわかりやすい。PC

があれば大人数で使用できるため教育用に向いている（実際多くの大学で導入されている）。 

 

神田尚弘 

今年度、科学研究費補助金「奨励研究」に採択され、行なってきた研究について発表した。 
企業においてコスト意識は大変重要であり、そのことを学生に意識啓発するためにコスト計算実
習教材を作成し、Ｍ－２ＮＣ旋盤実習を利用して行なった。意識付けという意味ではある程度の
成果はあったと思われるが、今後も機会をみてコスト意識の重要性について触れて行きたい。今
回の発表スライドは文字ばかりでわかりにくかったのではないかと反省している。みなさんに興
味を持って聞いてもらえるような発表を心掛けていきたい。 
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４．⼤量⽣産による

コスト削減効果

�同⼀製品を⼤量⽣産した場合の1個当たりの

コストを計算

（NC機械では、機械段取りやプログラミ

ングなどは⽣産個数に関係なく1回のみ）

�10個、100個について⾏い、⽐較する

３．コスト算出⽅法

（⾃分の作品のコスト計算）

�⽣産コスト＝材料費 ＋（加⼯に要した

時間×チャージレート）

�材料費 ： 定尺棒材の購⼊額から単価を計算

�加⼯に要した時間 ： 機械段取り＋プログラ

ミング＋ドライラン＋実加⼯の合計時間

�チャージレート ： 単位時間当たりの加⼯費

（⼈件費･⼯具費･減価償却費･電⼒料など）

４つの課題

�コスト算出⽅法（⾃分の作品のコスト計算）

�⼤量⽣産によるコスト削減効果

�素材の材質変更によるコストの変化

�技術者としてできること

２．コスト計算の題材

�機械⼯学科２年⽣NC旋盤実習

プログラミング・ドライラン・加⼯

�⾃分が製作した作品のコストを考える

ことで、より興味を持ち、印象に残る

ことを期待

１．はじめに

�企業の設計・⽣産技術部門ではコスト意識

が重要

しかし・・・

�学校の実習授業は「いいものを作る」「技

能を⾝につける」「達成感」

�コストに関する教育がない

そこで・・・

�コストの重要性への意識啓発のための教材

開発

⾼専学⽣へのコスト意

識の重要性啓発のため

の実習教材開発

技術部 神⽥尚弘
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１０．おわりに

�コスト意識への動機付けにはなった

�短時間での実習のため細かい指導がで

きていない

�NCプログラミングに時間がかかった

学⽣はこの課題にじっくり取り組めな

かった

�今後も機会をみて、コストについて触

れていきたい

� 本研究は、科学研究費補助⾦「奨励研究」（課題番号

16H00241）の助成を受けて⾏った。

９．実習の成果

（わかったこと・感想）

�⼤量⽣産すると原価が安くなる理由がわかった。

�使う材料によって加⼯時間が違ったり、材料単価

が違うと原価にだいぶ差が出ることがわかった。

�設計をきちんと考えて⾏うことが費⽤を安くする。

�コストダウンというと材料費の削減を考えていた

が、技術者の⼯夫や努⼒ですることができること

がわかった。

�ただ品質を良くするだけでなく、低価格でつくる

ということも頭に⼊れなければいけないことがわ

かった。

８．テキストと課題の作成

�実習担当者は機械についている

�コスト計算実習は⾃学⾃習

�⼝頭説明不要のテキストと課題を作成

７．NC旋盤実習

�1グループ１０〜１２名を職員1⼈で対応

�機械は1台で、順番に加⼯するため、

待ち時間が⻑い

この時間を利⽤してコスト計算実習を⾏う

６．技術者としてできること

�コストダウンのために技術者として何

ができるかを考える

�設計段階 ： 材料のサイズ、材質

�⽣産技術段階 ： 効率的な⼯程設計

�⽣産現場段階 ： 効率的な加⼯プログラム

５．素材の材質変更による

コストの変化

�材料費と切削条件（切削速度と送り速度）

のみを変更

�材料費 → 購⼊額から計算

�加⼯時間 → NCプログラム描画ソフトを使⽤し

て求める
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津山工業高等専門学校

技術部 第一技術班

岡本 純司

ＪＩＭＴＯＦ２０１６ 第28回 日本国際工作機械見本市

主 催：一般社団法人 日本工作機械工業会

株式会社 東京ビッグサイト

開催趣旨 ：工作機械およびその関連機器等の内外商取引の促進ならび

に国際間の技術の交流をはかり、もって産業の発展と貿易

に寄与することを目的とする。

会 期：平成28年11月17日（木）～11月22日（火） 6日間

時 間：9時00分～17時00分

会 場：東京ビッグサイト（東京国際展示場）全館

出 展 者：969社（共同出店者・内部出展者含む）

出展参加国：21ヵ国

オーストリア、中国、チェコ、デンマーク、フランス、ドイツ、インド、

イスラエル、イタリア、日本、韓国、リヒテンシュタイン、オランダ、

ノルウェー、ポルトガル、スウェーデン、スイス、台湾、トルコ、

イギリス、アメリカ（アルファベット順）

目 的
・最新の工作機械の視察

・実習工場工作機械の更新、新規購入の参考

参加日
参加日：11月18日（金）14：00～17：00

会 場：東京ビッグサイト

主な見学場所 森精機：マシニングセンター

ソディック：ワイヤーカット

FANUC：ワイヤーカット、制御装置

来場者（速報）

日　付 天候 来場者数 （※重複なし） 来場者数 （※重複あり）
25,345 25,345

内 海 外 4,145 内 海 外 4,145
34,058 41,028

内 海 外 2,920 内 海 外 5,236
39,900 49,298

内 海 外 1,991 内 海 外 4,385
16,267 22,807

内 海 外 1,165 内 海 外 2,615
17,839 23,381

内 海 外 1,021 内 海 外 2,045
14,193 19,129

内 海 外 343 内 海 外 1,058
147,602 180,988
内 海 外 11,585 内 海 外 19,484

（単位：人）

※重複あり
開催期間中の重複あり
当日の重複は除く

※重複なし
会期期間中の重複なし
同人物が複数日に亘って来場した場合も1名とカウント

合　計

11月20日（日） 晴れ

11月21日（月） 晴れ

11月22日（火） 晴れ

11月17日（木） 晴れ

11月18日（金） 晴れ

11月19日（土） 雨
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・最新の機械が見学できた。

・実習工場工作機械の更新の参考になった。

・大学や高専も出展（研究のパネル等）していたので今

後の参考になる
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松江⾼専状況３松江⾼専状況１

松江⾼専では、

①電気・情報・環境建設分野の授業環境

の⾒学、意⾒交換。

②技術職員の地域協⼒社会貢献事業とし

て⼩学⽣に対する⼯作教室の指導実施状

況を⾒学しました。

③⼈事交流の実施中に実験実習室の実験

装置、計測装置等を共通でうまく利⽤さ

れていたので、その内容について詳しく

報告させて頂きます。

今年度から実施されている技

術職員の中国地区⾼専への短期

⼈事交流の授業⾒学（実験実

習）を

⽶⼦⾼専 と 松江⾼専

で実施しました。

○技術職員短期⼈事交流

（授業・実験実施状況⾒学）

○校内実験施設の有効利⽤状況

（⾒学報告）

（中国地区 ⾼専技術職員 短期⼈事交流）

共⽤実験室利⽤

--場所、もの有効利⽤--

技術部 中尾三徳
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ご清聴ありがとうございました。

松江⾼専は、５学科制をとっており、その

中で共通⼯学実験室を確保している。津⼭⾼

専は、今年度より１学科制を実施しているの

で、共通（共⽤）という考え⽅は、施設の有

効利⽤、実験資源の有効活⽤に良いのではな

いかと考えられる。

①津⼭⾼専が１学科に統合したことをきっか

けに実験設備の共同共有化を考えることは意

義がある。

②それを実施するためには各実験テーマを元

に可能かどうか他校を参考に考察することが

必要であると思われる。

①共通で実験実習関連を使⽤するように

なったきっかけは、校内建屋の改修から。

共通できる実験、装置から開始、１０年

程度経過している。

②共通している学科等の組み合わせは、

専攻科、本科（機械、電気情報、電⼦制

御、情報、環境・建設、各５つの⼯学科

で似た実験を実施しているところ）

③各組合せで（機械建設系２部屋等）し

ていました。

松江⾼専状況１９

８

松江⾼専状況５松江⾼専状況４
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Ⅴ 年度計画 
  実行計画 

 
 

津山高専では、国立高等専門学校機構中期目標・中期計画・年度

計画に基づき、業務運営に関する計画「津山工業高等専門学校年度

計画」及び「実行計画」を策定・実施しています。 

技術部においても、担当者（アクショングループ）を中心に各実

行計画に取り組んでいます。 



○年度計画 
技術職員の技術能力の向上を図り、学生教育に反映させる。 

 

○実行計画 
技術職員の技術能力の向上を図るため、次のことに取り組み、学生教育に反映さ

せる。 
 

①  外部資金獲得へ向け、平成２８年度の科学研究費の申請結果を精査・検討し、 
 勉強会等を開催して、平成２９年度採択を目指し申請をする。 

昨年の取組の成果として２名が奨励研究に採択された。また、昨年度までの全体の採択
率やそれに関わる傾向を調査し、採択率向上を目的とした研修会を開催した（9 月 1 日）。平
成 29年度の科学研究費補助金の関係書類作成等を計画的に進めるため、申請スケジュールを
作成し、日程の管理を行った結果、本年度は 12名が科研申請を行った。 

 

②  技術職員が担当する実験実習及び設備・装置の改善に取り組む。 
平成 29 年 3 月までに下記タイトルで電気・電子系 4 件の業務改善、機械系 4 件の新

規テーマ、合計 8件の支援業務改善（実験実習関係）を実施した。 

「学科改組に伴う実験実習改善（テスターの取り扱い、直流回路、低周波増幅回路の 

製作、分流器・倍率器）」                        【P35】 

「コスト計算実習の導入」                         【P39】 

「機械システム工学実験実習Ⅰの開発（特殊機械）」             【P41】 

「機械システム工学実験実習Ⅰの開発（仕上げ）」              【P42】 

「機械システム工学実験実習Ⅰの開発（旋盤）」               【P43】 

 

③  専門分野以外の技術習得に取り組むため、技術研修会（各専門学科の１、２年 
 生対象実験内容）を開催し、習得技術の広範化を目指す。 

・各専門学科 1、2年生対象の実験実習内容で、今後開催可能と思われるテーマの選定を 
行った。 

・「C言語によるグラフィックスの基礎実習」をテーマとして、技術研修会を実施した（11 
月 28日） 

 

④  公開講座の開催及び企業等への技術的支援を行い、地域社会に貢献する。 
・技術職員主催の公開講座「七色に光る！ＬＥＤフォトスタンドをつくろう」を開催し
た（8月 6日）。 

・企業からの技術相談及び試験・分析の受託を継続的に行っており，今年度の受託は 13

件あった。 

・「平成 28 年度実践型地域雇用創造事業機械加工標準・ＮＣフライス盤技術教育」の講
師として技術協力を行った。 
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・企業技術者等活用プログラムによる「電気工事士資格の実技講習会」への支援を行っ
た（3月 2日～8日）。 

 
⑤  技術能力向上を図るため、計画的に技術分野の講習会等への参加及び資格取得 

に取り組む。 
・学内ネットワークの技術部共有フォルダに保管してある「各種資格・技能講習等の受
験・受講情報」のデータ更新をした（4月）。 

・機械系・電気系・情報系のセミナーや講習会および展示会の開催一覧表を作成・掲示
し、参加者を募った（6月）。 

・「アーク溶接等の業務に係る特別教育」を 1名が受講・修了した（7月）。 

・工作機械の展示会「JIMTOF2016」に 1名が参加した（11月）。 
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支援業務改善報告書 

平成 28年 3月 7日提出 

 

改 善 名 ： 学科改組に伴う実験実習改善（テスターの取り扱い） 
実験実習名 ： 総合理工実験実習（電気電子系１年） 
実 施 年 月 ： 平成２８年４月 
実 施 者 ： 第二技術班  瀬島 裕貴   神田 尚弘  
分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   
        その他（改組による実験テーマ変更対応） 
手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 
 

［改善内容］ 

 平成２８年度の学科改組に伴い、電気系実験のテーマが変更となった。1 年生の実験に関して
は電気電子工学科実験の内容から多くを引き継いでいるが、それぞれの実験について実験内容・
テキスト・実験装置の見直しを行った。 

 
 従来の実験では単純に抵抗・電圧・ダイオード判定を素子ごとにテスターを使用して、測定を
行っていた。今回新しく製作した実験では素子を測定するだけではなく、簡単な直流回路を組み
立てながら、それぞれの値を測定していくことにし、それに伴いテキストを新規に作成した。測
定用ボードにはMDFを使用し、収納しやすいように脚に加工を施した。（写真２） 

 

         

 

 
 

 
 

写真１ 測定用電源 写真２ 位相制御式電力測定装置 

写真１ 実験装置 写真２ 収納時 

新規実験テキスト 
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支援業務改善報告書 

平成 28年 3月 7日提出 

 

改 善 名 ： 学科改組に伴う実験実習改善（直流回路） 
実験実習名 ： 総合理工実験実習（電気電子系１年） 
実 施 年 月 ： 平成２８年４月 
実 施 者 ： 第二技術班  瀬島 裕貴   
分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   
        その他（改組による実験テーマ変更対応） 
手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 
 

［改善内容］ 

 平成２８年度の学科改組に伴い、電気系実験のテーマが変更となった。1 年生の実験に関して
は電気電子工学科実験の内容から多くを引き継いでいるが、それぞれの実験について実験内容・
テキスト・実験装置の見直しを行った。 

 
 電気電子工学科で行っていた「直流回路」は２つに分かれて実験を行っており、Ⅰでは主に電
流計・電圧計を用いて直流の直並列回路を測定し、Ⅱの方ではすべり抵抗器やダイヤル型抵抗器、
デジタルテスタの使用方法を学び、また電流計の内部抵抗等を測定していた。電気電子系で新た
に行う実験の内容はこの２つの実験テーマを合わせることになり、内容をまとめ新たにテキスト
を作成することになった。 

 

 

 

 
 

実験装置 

新規実験テキスト 
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支援業務改善報告書 

平成 28年 3月 7日提出 

 

改 善 名 ： 学科改組に伴う実験実習改善（低周波増幅回路の製作） 
実験実習名 ： 総合理工実験実習（電気電子系１年） 
実 施 年 月 ： 平成２８年４月 
実 施 者 ： 第二技術班  瀬島 裕貴   
分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   
        その他（改組による実験テーマ変更対応） 
手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 
 

［改善内容］ 

 平成２８年度の学科改組に伴い、電気系実験のテーマが変更となった。1 年生の実験に関して
は電気電子工学科実験の内容から多くを引き継いでいるが、それぞれの実験について実験内容・
テキスト・実験装置の見直しを行った。 

 

 本実験は元々、電気電子工学実験Ⅱ（2 年生）で行っていた実験だったが、電気電子システム
系の実験より 1 年生で行うことになった。はんだ付けで増幅回路を作製する内容だが、授業時間
の短縮や午前中の実験、学年の低下等で、時間内での完成が困難であると懸念されたため、回路
の一部変更を行うことになった。具体的には一部に ICを使用することではんだ付け個所を減少さ
せることにした。 

 

  
 

 

写真１ 作製回路（旧） 写真２ 作製回路（新） 
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支援業務改善報告書 

平成 28年 3月 7日提出 

 

改 善 名 ： 学科改組に伴う実験実習改善（分流器倍率器） 
実験実習名 ： 総合理工実験実習（電気電子系１年） 
実 施 年 月 ： 平成２８年４月 
実 施 者 ： 第二技術班  瀬島 裕貴   
分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   
        その他（改組による実験テーマ変更対応） 
手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 
 

［改善内容］ 

 平成２８年度の学科改組に伴い、電気系実験のテーマが変更となった。1 年生の実験に関して
は電気電子工学科実験の内容から多くを引き継いでいるが、それぞれの実験について実験内容・
テキスト・実験装置の見直しを行った。 

 

 電気電子工学科で行っていた「分流器倍率器」の実験内容とあまり変更していないが、テキス
トについて、分流器倍率器の考え方についてより理解しやすいように測定方法等の修正を行った。 

また、従来は通常の直流電源を使用していたが、時間短縮のため専用の直流電源装置を新たに
作製した。（写真２） 

   
 

 
 

 
 
 
 

写真１ 実験装置 写真２ 直流電源装置 

新規実験テキスト 

─ 38 ─ ─ 39 ─



支援業務改善報告書 

平成２８年 ３月 ７日提出 

改 善 名 ： コスト計算実習の導入 
実験実習名 ： 機械工学実験実習Ⅱ（機械工学科２年）   

ＮＣ旋盤 
実 施 年 月 ： 平成２８年４月 
実 施 者 ： 第二技術班  神田 尚弘    
分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   
        その他（        ） 
手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 

 新テーマ開発  その他（        ） 
 

［問題点］ 

ＮＣ旋盤実習は、指導者 1 名で１０～１２名の学生を担当している。内容は、プログラミング
→ドライラン→加工 となるが、機械が 1 台のため、学生は順番待ちの時間が長い。また、ＮＣ
機械での加工は大量生産時にコスト面で有利であるが、学生はそれについて理解が不足している
ように思えた。 

 

［改善内容］ 

 実習作品についてコストの簡易計算を行うことで、コスト意識の重要性を意識啓発する教材を
作成・使用した。内容は４つの課題からなる。 

 １．コストの計算方法（実習作品のコスト計算） 

 ２．大量生産時のコスト削減効果 

 ３．素材の材質変更によるコストの変化 
 ４．コスト削減のために技術者としてできること 

テキスト・課題を各４ページの別冊とし、1ページ 1単元として作業しやすいものとした。 

 

［改善効果］ 
実習課題は単元ごとに、何がわかったのかを設問した。「大量生産すると原価が安くなる理由がわか

った」「使う材料によって加工時間が違ったり、材料単価が違うと原価にだいぶ差が出ることがわかっ
た」「設計をきちんと考えて行うことが費用を安くする」「コストダウンというと材料費の削減を考え
ていたが、技術者の工夫や努力ですることができることがわかった」「ただ品質を良くするだけでなく、
低価格でつくるということも頭に入れなければいけないことがわかった」などの記述があり、動機付
けという点では一定の成果があったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

         実習作品 
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支援業務改善報告書 

平成 29年 2月 24日提出 

改 善 名 ： 実験実習のテーマ開発 

実験実習名 ： 機械システム工学実験実習Ⅰ（機械システム系２年）   

実 施 年 月 ： 平成 29年 1月 

実 施 者 ： 第一技術班  中島 哲史  

分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   

        その他（        ） 

手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 

 新テーマ開発  その他（        ） 

 

［開発理由］ 

総合理工学科新設に伴い、新たに新２年生の実験テーマを開発する必要があった。 

 

［内容］ 

特殊機械（立フライス盤、横フライス盤、平面研削盤等）を使用しシャルピー試験片
を製作する。この実習は３～４人一組で協力して行う実習とする。実習内容の基盤と
して旧カリキュラムで行っていた特殊機械の実習を参考にし、改良を加えて開発した。 
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支援業務改善報告書 
平成２９年３月３１日提出 

改 善 名 ： 機械システム工学実験実習Ⅰ 旋盤指導票見直し 
実験実習名 ： 機械システム工学実験Ⅰ（機械システム系２年）   

旋盤 
実 施 年 月 ： 平成２９年４月 
実 施 者 ： 第一技術班  岡本 純司    
分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   
        その他（        ） 
手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 

 新テーマ開発  その他（        ） 
 
［問題点］ 
・学科改組による実験実習内容の変更のため指導票の見直しを行った。 
・実験実習内容の改善のため、使用工具を変更した。 
 
［改善内容］ 
・学科改組による実験実習の変更のため指導票の見直しを行った。見直しの際にわかりやすくす
るため、図を多く取り入れ、内容理解度の向上を図る。 
・従来使っていた付け刃突っ切りバイトをスローアウェイ突っ切りバイトに変更した。これによ
り準備時間の短縮を図る。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

変更 
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Ⅵ 新任職員紹介 
 
 
 
 

 
 
 
・新任技術補佐員紹介 

 
 



 

新任技術補佐員紹介 
 
 

技術部 第二技術班 小林 るみ 

１．自己紹介 
平成２９年４月１日付けで技術部 第二技術班に

配属となりました小林るみです。 

出身校・学科は関西女子短期大学 保健科 生命科
学コースです。 

生命科学コースでは遺伝子やDNAを細胞から取
り出して実験する分子生物学的手法を学び、細胞の
観察や組織培養などの実験をおこなってまいりま
した。 

また卒業後は、在学していた生命科学コースに残
り、助手として働いておりました。 

仕事内容は学生への実験指導が主で、基礎科学実
習・生物学実習・応用微生物学実習・バイオリアク
ター実習・分子生物学実習等を担当、約８年間在職
いたしました。 

指導は、器具の使い方など実験における基礎的知
識から、LG(液体クロマトグラフィー：タンパク質
やペプチドなどの生体高分子の分析に広く用いら
れる器機)の使い方、遺伝子のクローニング法、DNA
を分離させる電気泳動の技法、クリーンルーム・ク
リーンベンチでの無菌作業など、バイオの研究室で
実験技術者になるための指導をおこなっておりま
した。 

DNA を使った実験は多様な研究領域で使われる
技術。学生の皆さんにはバイオ領域の未知なる可能
性を感じていただき、今、発展著しい再生医療や医
薬品開発などの場で活躍する人材になってほしい
と思っております。 

 

２．今後の抱負 
今までの経験を生かして、教育・研究に対する技

術支援をおこなっていきたいと思っております。ま
た、発展し続ける生命科学の知識を常に意識し、自
分自身も成長していけたらと願っております。 

教職員の皆様方に助けていただきながら、頑張り
たいと思っておりますので、どうぞご指導の程よろ
しくお願いいたします。 
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Ⅶ 資料 
 
 
 

・ 組織図 

平成２８年度 
  平成２９年度 

 

・ 実験実習支援計画表 

 

・ 業務担当者等一覧 

 

    ・ 年度計画・実行計画 

 

    ・ 保有資格一覧 

 

・ 規程 

 技術部組織規程 
  教育研究技術支援委員会規程 
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携
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－
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携
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免許・資格・試験名など 取得数
（機械系）
・技術士（機械部門） 1
・二級ボイラー技士 1
・ガス溶接技能講習修了 4
・アーク溶接等の業務に係る特別教育修了 5
・研削といし取替え等の業務に係る特別教育修了 4
（電気電子系）
・第二種電気工事士 2
・工事担任者　デジタル１種 1
（情報系）
・情報処理技術者試験　初級システムアドミニストレータ 2
・情報処理技術者試験　基本情報処理技術者 1
・Word文書処理技能認定試験　1級 1
・Excel表計算処理技能認定試験　1級 1
・情報活用試験１級 1
・情報システム試験 1
・Oracle Silver 1
・Cisco CCNA 1
・HP-UX 1
・CIW SecurityAdministrator 1
（その他）
・乙種第3類危険物取扱者 1
・乙種第4類危険物取扱者 2
・乙種第5類危険物取扱者 1
・実用英語検定　準2級 1
・日商簿記　2級 1
・安全管理講習修了 3
・特別管理産業廃棄物管理責任者講習修了 1
・普通救命講習Ⅰ修了 12
・第一種衛生管理者 1

保有資格一覧
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○津山工業高等専門学校技術部組織規程 

平成 28 年２月 17 日 

規 程 第 ３ 号 

 

改正  平成 29 年３月 21 日規程第 34 号  

（趣旨） 

第１条 この規程は，津山工業高等専門学校学則第 10 条の２に定める津山工業高

等専門学校技術部（以下「技術部」という。）の組織について定めるものとする。 

（目的） 

第２条 技術部は，教育及び研究のための技術支援，地域社会との連携及び技術協

力並びに技術職員の能力・資質の向上を図り優れた人材を確保することを目的と

する。 

（業務） 

第３条 技術部は，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる業務を所掌する。 

(1) 教育及び研究に対する技術支援の基本計画の策定に関すること。 

(2) 学生の実験，実習，卒業研究等の準備等及び技術指導に関すること。 

(3) 技術の継承及び保存並びに技術向上のための技術研修，技術発表会及び技術

講演会等の企画・実施等に関すること。 

(4) 各種技術支援に関すること。 

(5) 技術資料の作成，保管及び提供等に関すること。 

(6) その他技術部の目的達成のため必要な事項に関すること。 

（技術班） 

第４条 技術部に，第一技術班，第二技術班及び第三技術班を置く。 

(1) 第一技術班は，次の業務を分掌する。 

  ア 機械工学分野に関する前条の業務 

  イ その他第一技術班の管理運営に関すること。 

(2) 第二技術班は，次の業務を分掌する。 

  ア 電気電子工学分野及び理学系分野に関する前条の業務 

  イ その他第二技術班の管理運営に関すること。 

(3) 第三技術班は，次の業務を分掌する。 

  ア 情報工学分野に関する前条の業務 

  イ その他第三技術班の管理運営に関すること。 
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２ 各班は，前項に掲げる業務の分掌にかかわらず，相互に連携協力して技術部の

業務を円滑に遂行するものとする。 

（職員） 

第５条 技術部に，次に掲げる職員を置く。 

(1) 技術長 

(2) 技術専門職員 

(3) 技術職員 

２ 技術部に，前項に規定するもののほか，技術専門員及びその他必要な教職員を

置くことができる。 

（組織） 

第６条 技術部の組織に次の各号の職を配置する。 

(1) 技術部長 

(2) 技術長 

(3) 技術班長 

(4) 副技術班長 

(5) 主任技術員 

(6) 技術員 

(7) 技術補佐員 

２ 技術部長は，教員のうちから,校長が任命する。 

３ 技術長は，前条第１項第１号，第２号又は前条第２項の職員のうちから技術部

長が推薦し，校長が任命する。 

４ 技術班長及び副技術班長は，前条第１項第２号又は前条第２項の職員のうちか

ら，校長が任命する。 

５ 主任技術員は前条第１項第２号又は第３号の職員のうちから,校長が任命する。 

（職務） 

第７条 技術部長は，校長の命を受け，第３条各号に掲げる技術部の業務を統括す

る。 

２ 技術長は，上司の命を受け，各技術班の連絡調整及び統括を行い，高度の専門

的な技術に基づく教育研究技術支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の

技術指導を行うとともに，技術の継承及び保存並びに技術研修に関する企画及び

連絡調整を行う。 

３ 技術班長は，上司の命を受け，技術班の業務を掌理し，高度の専門的な技術に

基づく教育研究技術支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を
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行うとともに，技術の継承及び保存並びに技術研修に関する調査研究を行う。 

４ 副技術班長は，技術班長を補佐し，高度の専門的な技術に基づく教育研究技術

支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を行うとともに，技術

の継承及び保存並びに技術研修に関する調査研究を行う。  

５ 主任技術員は，上司の命を受け，専門的な技術に基づく教育研究技術支援のた

めの技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を行う。 

６ 技術員は，上司の命を受け，教育研究技術支援のための技術開発及び技術業務

並びに学生の技術指導を行う。  

７ 技術補佐員は，上司の命を受け，教育研究技術支援のための技術業務及び学生

の技術指導を行う。 

（雑則） 

第８条 この規程に定めるもののほか，技術部の運営に関し必要な事項は，別に定

める。 

 

附 則 

この規程は，平成 28 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 29 年３月 21 日規程第 34 号） 

この規程は，平成 29 年４月１日から施行する。 
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○津山工業高等専門学校教育研究技術支援委員会 

規程 

平成 29 年３月 21 日 

規 程 第 1 0 号 

（目的） 

第１条 津山工業高等専門学校に，技術部及び実習工場の円滑な運営を図るため，

津山工業高等専門学校教育研究技術支援委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる事項を所掌する。 

(1) 技術部の業務計画に関すること。 

(2) 実習工場における実習内容及び実習時間割の編成に関すること。 

(3) その他技術部及び実習工場の重要事項に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) 技術部長 

(2) 実習工場長 

(3) 専攻科長 

(4) 系長 

(5) 学科長 

(6) 総合情報センター長 

(7) 地域共同テクノセンター長 

(8) 技術部技術長 

(9) 実習工場主任 

(10) 技術部技術班長 

(11) 学生課長 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き，技術部長をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員が，その職務を

代行する。 

（意見聴取） 
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第５条 委員会が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求め，その意見を聴

くことができる。 

（事務） 

第６条 委員会の事務は，技術部において処理する。 

（雑則） 

第７条 この規程に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

この規程は，平成 29 年４月１日から施行する。 
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編集後記 
技術長 中尾三徳 

 

平成 29年度津山高専は、学校改組２年目となります。旧来の４学科(3年～5年)の実験実
習の実施と並行して、新学科(1 年～2 年)の各系２年生の新しい実験実習が開始され、新規
技術支援も含め技術部の職員一同、慌しく業務を実施しています。 

本報告書は、改組１年目の実施報告となっており、旧来の４学科の実験実習の報告を中
心に新学科１年生の実験実施も含む内容になっております。技術職員も学校組織の一員と
して日々試行錯誤しながら新たな技術教育指導支援を行っています。今後も本報告書で技
術職員の実践の報告をさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

編集担当  中尾 三徳  

中島 哲史  

 西川 弘太郎 

三木 勝   
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